
 

 

青森県上北郡おいらせ町議会 

 
１ 政策づくりと監視機能を十分に発揮している議会 

 定例会における一般質問者は、４定例会合計１６名、１定例会平均４．０名

となっており、町政運営における広範な質疑が活発にかわされている。 
総務文教（８名）・産業民生（８名）の２常任委員会を設置し、所管事務につ

いての調査研究及び実態把握、関係当局からの資料提供を求め協議検討を行う

とともに、継続調査申出書により積極的に閉会中も現地調査等の活動を実施し

ている。 
議会運営委員会においても議案等に対する詳細な説明並びに議会運営につい

て協議検討を加え、適正かつ円滑な議会運営に努めている。 
さらに平成２３年１２月から翌２４年８月には、分庁舎の耐震診断結果を受

け、分庁舎の安全対策並びに今後の庁舎機能の方策を調査、研究するため、全

議員で構成する分庁舎耐震調査特別委員会を設置し、町政運営における最重要

課題に関し情報の共有化を図った。 
議員及び事務局職員は、県議長会主催の研修会等に積極的に参加し、適正な

議会運営の遂行に努めている。 
県議長会や郡議長会、八戸圏域定住自立圏形成促進議員連盟による研修会に

は、積極的に参加し、研鑽に励んでいる。また、常任委員会による先進地視察

は、先進事例を調査研究し、議会活動に生かすことができるよう毎年実施して

いる。 
 
２ 住民に開かれた議会 

 年４回開催の定例会及びその都度開催の臨時会においては、その審議内容に

より団体による傍聴者を含め年間合計７７名（定例会平均１９．３名・臨時会

平均０名）となっており、議案審議の活発化、町政運営に対する住民の関心の

高さが伺える議会運営となっている。 
さらに『開かれた議会』運営を目指し、予算・決算特別委員会及び全員協議

会の開催にあっては、原則公開制をとっている。 
議会開催前には開催日程について、各家庭に設置した町防災行政無線戸別受

信機により周知することにより住民に対し議会傍聴を呼びかけている。 
議会広報『ぎかいだより懸橋』は、年４回（４月、７月、１０月、１月各下

旬）行政連絡員を通じ、毎戸配布、公共施設等への配布を含め８，３００部を

限られた予算の範囲内で発行している。 
編集にあたっては、６名の議員で構成する『議会広報編集調査特別委員会』



 

 

において、『住民に分かりやすい掲載内容』に重点を置き、主に、一般質問の質

問・答弁内容について、議員自らが編集に参画し、１議員１頁（１，４００字

程度）の編集を行っている。 
また、毎年数名が全国町村議会議長会や県議長会主催の議会広報研修会に参

加し、委員間での意見交換を実施している。 
議会専用のホームページは無いものの、町ホームページに議会広報や議会開

催日程、会議録等を掲載し、議会情報の積極的公開に努めている。 
 


